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図版第２
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調査区西壁断面・調査区東壁断面⑴
１〜３．西壁断面（東より）　４〜８．東壁断面（西より）



図版第３
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調査区東壁断面⑵ ･ 調査区東西断面
１〜８．東壁断面（西より）　９・１０．Ｂ区東西断面（水道管下）（南より）
１１・１２．Ｄライン断面（南より）　１３・１４．Ｅライン断面（南より）
１５・１６．Ｆライン断面（南より）



図版第４

江戸時代第３遺構面　素掘り船入状遺構Ｓ４１
上．断面（東より）　下．完掘（西より）



図版第５

江戸時代第２遺構面⑴　石組み船入状遺構Ｓ３６
上．完掘（北より）　下．石組み部（東より）



図版第６

江戸時代第２遺構面⑵　石組み船入状遺構Ｓ３６
上．石組み部（南東より）　下．同（東より）



図版第７

江戸時代第２遺構面⑶　石組み船入状遺構Ｓ３６、土坑Ｓ３７〜Ｓ４０
１．石組み船入状遺構Ｓ３６竹杭（東より）　２．土坑Ｓ３７断面（西より）
３．同完掘（南より）　４．土坑Ｓ３８断面（東より）　５．同完掘（北より）
６．土坑Ｓ３９断面（東より）　７．同完掘（北より）　８．土坑Ｓ４０断面（東より）
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図版第８

江戸時代第１遺構面⑴　土坑Ｓ１６
上．完掘（南側に溝Ｓ１９）（北より）
下．断面西半部（南より、下部は石組み船入状遺構Ｓ３６）



図版第９

江戸時代第１遺構面⑵　土坑Ｓ１６
上．遺物出土状況（北より）　下．同（東より）



図版第１０

江戸時代第１遺構面⑶　土坑Ｓ１６
１．東西断面西半部（南より）　２．同東半部（南より）
３．南北断面（東より）　４．遺物出土状況（北より）
５．同（北より）　６．同（南より）　７．同（北より）　８．同（西より）
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図版第１１

江戸時代第１遺構面⑷　溝Ｓ１９
１．東壁土層断面（西より）
２．溝Ｓ１９・土坑Ｓ２５・土坑Ｓ２７切り合い断面（西より）
３．遺物出土状況（南より）　４．同（南より）

１１

２２

３３ ４４



図版第１２

江戸時代第１遺構面⑸　土坑Ｓ１８・Ｓ２１・Ｓ２２・Ｓ２３・Ｓ２５・Ｓ２６
１．土坑Ｓ１８断面（東より）　２．土坑Ｓ２２（右）･ 土坑Ｓ２１（左）断面（東より）
３．同完掘（東より）　４．土坑Ｓ２３断面（東より）　５．同完掘（西より）
６．土坑Ｓ２５断面（東より）　７．土坑Ｓ２６断面（東より）　８．同完掘（南より）

１１ ２２

７７ ８８

５５ ６６

３３ 44



図版第１３

江戸時代第１遺構面⑹　土坑Ｓ２８・Ｓ２９・Ｓ３３・Ｓ３４
１．土坑Ｓ２８断面（東より）　２．同遺物出土状況（南より）
３．土坑Ｓ２９断面（東より）　４．同完掘（東より）　５．土坑Ｓ３３断面（西より）
６．同完掘（西より）　７．土坑Ｓ３４断面（東より）　８．同完掘（東より）

１１ ２２

７７ ８８

５５ ６６

３３ 44



図版第１４

江戸時代第１遺構面上半⑴　井戸Ｓ０８
上．遺物出土状況（北より）　下．同（北より）



図版第１５

江戸時代第１遺構面上半⑵　井戸Ｓ０８、曲物埋設遺構Ｓ０９
上．井戸Ｓ０８完掘（西より）　下．曲物埋設遺構Ｓ０９完掘（南より）



図版第１６

江戸時代第１遺構面上半⑶　井戸Ｓ０８、曲物埋設遺構Ｓ０９、土坑Ｓ０５、溝Ｓ０７、土坑Ｓ１０・Ｓ１１・Ｓ１５
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１．井戸Ｓ０８断面（南より）　２．曲物埋設遺構Ｓ０９断面（南より）
３．土坑Ｓ０５断面（南より）　４．溝Ｓ０７断面（北より）　５．同断面（南より）
６．同完掘（西より）　７．土坑Ｓ１０遺物出土状況（北東より）
８．土坑Ｓ１１・Ｓ１５断面（北より）



図版第１７

江戸時代第１遺構面上半⑷　溝Ｓ１２、土坑Ｓ１３・Ｓ１４・Ｓ２０・Ｓ２４
１．溝Ｓ１２（東より）　２．土坑Ｓ１３断面（南より）　３．同完掘（東より）
４．土坑Ｓ１４断面（東より）　５．同完掘（東より）　６．土坑Ｓ２０断面（北より）
７．同完掘（西より）　８．土坑Ｓ２４断面（西より）
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図版第１８

明治時代水田面⑴　水田Ｓ０１
上．下層鋤痕（北より）　下．同北側部分（北より）



図版第１９

明治時代水田面⑵　揚水施設Ｓ０４・暗渠Ｓ１７
１．完掘（南より）　２．揚水施設Ｓ０４木枠出土状況（東より）
３．同断面（南より）　４．揚水施設Ｓ０４・暗渠Ｓ１７断面（南より）
５．同接合部分拡大（南より）

２２ ３３

４４ ５５

１１



図版第２０

明治時代水田面⑶　揚水施設Ｓ０４・暗渠Ｓ１７
１．接合状況（南より）　２．揚水施設Ｓ０４内部（南より）
３．同（南西より）　４．同（西より）　５．揚水施設Ｓ０４底部の竹筒（西より）
６・７．暗渠Ｓ１７断面（南より）　８．同継目（南より）
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図版第２１

明治時代水田面⑷　暗渠Ｓ１７、土坑Ｓ０３・Ｓ０６、水田Ｓ０１サンプル採集地点
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１．暗渠Ｓ１７継目（南より）　２．同断面（東より）　３．同固定石（東より）　４．土坑Ｓ０３完掘（東より）
５．土坑Ｓ０６断面（南より）　６．同完掘（西より）　７・８．水田Ｓ０１サンプル採集地点（東より）



図版第２２
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図版第２３
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素掘り船入状遺構Ｓ４１出土遺物⑴



図版第２４
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素掘り船入状遺構Ｓ４１出土遺物⑵



図版第２５
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石組み船入状遺構Ｓ３６出土遺物



図版第２６
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土坑Ｓ１６出土遺物⑴



図版第２７
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土坑Ｓ１６出土遺物⑵



図版第２８
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土坑Ｓ１６出土遺物⑶



図版第２９
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土坑Ｓ１６出土遺物⑷
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土坑Ｓ１６出土遺物⑸、溝Ｓ１９出土遺物、土坑Ｓ２７出土遺物

図版第３０
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土坑Ｓ16 土坑Ｓ16
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石組み船入状
遺構Ｓ36
東西トレンチ

包含層

井戸Ｓ０８出土遺物、曲物埋設遺構Ｓ０９出土遺物、水田Ｓ０１出土遺物、土坑Ｓ０３出土遺物、碁石・火打石（無
番は未実測）・加工円盤

図版第３１



図版第３２

工学部電気電子棟渡り廊下設置解説板
上．北棟より渡り廊下を望む　下．解説板



図版第３３

常三島遺跡工学部電気電子棟地点の花粉・寄生虫卵

1　マキ属

4　コナラ属コナラ亜属

8　アカザ科−ヒユ科

12　ヨモギ属 13　回虫卵 14　鞭虫卵

9　アブラナ科 10　ソラマメ 11　ササゲ属

5　モチノキ属 6　マメ科 7　イネ属型

2　マツ属複維管束亜属 3　スギ

10μm
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